




 

I.目的 

  小児期の気管支喘息は成人のそれに比べて一般に予後良好といわれ,欧米の

諸家の報告によれば,小児期の気管支喘息の 40～50%は成人になるまで発作を

みないようになるといわれている。一方,本邦における予後調査によれば,無症

状率は 36～63%と報告されている。当科では過去数回アンケートによって小児

気管支喘息の予後調査を行い,その成績の一部を報告してきたが,今回は加令と

小児気管支喘息の経過を知る目的で,昭和 49 年に実施したアンケート調査の成

績並びに過去の調査結果に基づき検討した。 


